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異
郷
訪
問
譚
と
し
て
の
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」

―
―

裏
返
し
構
造
に
も
と
づ
く
分
析
と
大
林
仮
説
の
蓋
然
性

大
喜
多

紀
明

一
、

は
じ
め
に

大
林
（
一
九
七
九
）
は
、「
イ
ザ
ナ
キ
の
黄
泉
国
訪
問
」
、「
神
功
征
韓
譚
」
、

「
浦
島
子
」
、「
甲
賀
三
郎
」
の
よ
う
な
日
本
の
異
郷
訪
問
譚
に
裏
返
し
構
造
と

よ
ば
れ
る
反
転
し
た
構
造
が
み
い
だ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
裏
返
し
構
造
が
異
郷

訪
問
譚
に
お
け
る
構
造
上
の「
共
通
の
約
束
」
で
あ
る
と
の
仮
説
を
提
示
し
た1

。

か
か
る
大
林
仮
説
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
は
、
加
藤
（
一
九
七
九
）
お
よ
び
依
田

（
一
九
八
二
）
は
、
韓
国
の
異
郷
訪
問
譚
に
つ
い
て
検
証
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、

筆
者
は
、
日
本
の
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
で
あ
る「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
、

「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
の
検
証
を
お
こ
な
っ
た
（
大
喜
多
二
〇
一
四
、
大
喜
多
二
〇

一
七
）
。
以
上
の
す
べ
て
の
検
証
結
果
は
、
大
林
仮
説
の
蓋
然
性
の
高
さ
を
支

持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
は
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
〇
日
に
公
開
さ
れ
た
、
上

映
時
間
約
一
一
九
分
の
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
作
品
で
あ
る
。
当
該
作
品

は
、
宮
崎
駿
が
脚
本
お
よ
び
監
督
を
担
当
し
た
（
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
二
〇
一
六
）
。

1

本
稿
で
は
当
該
仮
説
を
「
大
林
仮
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

2

本
稿
で
は
、
映
画
「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
の
だ

本
稿
で
は
、
こ
の
映
画
「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る2

の
で
あ
る
が
、

西
川
（
二
〇
〇
六
）
は
、
高
畑
勲
の
文
言
を
引
用
し
つ
つ
、
一
連
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
映
画
作
品
に
対
す
る
宮
崎
の
ス
ト
ー
リ
ー
創
作
法
に
つ
い
て
下
記
の
論
評
を

お
こ
な
っ
た
。
な
お
、
引
用
文
中
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

型
に
は
ま
っ
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
流
の
シ
ナ
リ
オ
製
作
術
と
は
対
極
に
位
置
す

る
、
こ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
創
作
法
は
、
本
人
で
さ
え
思
い
も
つ
か
な
い
よ

う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
時
に
生
み
出
し
、『
も
の
の
け
姫
』
の
ご
と
く
、
世
界
の

矛
盾
を
も
内
包
し
た
重
厚
な
作
品
に
結
実
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
が

ど
れ
ほ
ど
の
評
価
を
得
た
作
品
で
あ
ろ
う
と
、
も
は
や
そ
こ
に
は
常
識
的
な

映
画
の
方
程
式
や
、
古
典
的
な「
起
承
転
結
」
と
い
っ
た
も
の
を
見
出
し
え

な
い
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
だ
ろ
う
。

〔
宮
崎
は
〕
部
分
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
て
、
そ
れ
の
複
合
体
に
よ
っ
て
作

品
を
作
っ
て
い
く
。
（
中
略
）
宮
崎
駿
と
い
う
人
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
，
そ
の

が
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
精
査
す
る
際
に
は
柳
澤
（
二
〇
〇
八
）
、Rene

（
二

〇
二
一
）
を
参
考
に
し
た
。

（259）

部
分
が
説
得
力
が
あ
る
、
人
に
訴
え
か
け
る
力
を
持
つ
と
い
う
確
信
の

も
と
に
始
め
て
、
そ
れ
で
積
み
重
ね
て
い
っ
て
，
事
実
，
人
々
を
納
得
さ

せ
て
し
ま
う
力
。
（
中
略
）『
千
と
千
尋
』
な
ん
か
を
見
た
っ
て
、
や
っ
ぱ
り

部
分
の
充
実
感
、
面
白
さ
、
そ
う
い
う
も
の
が
ま
ず
基
本
に
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。
最
終
的
に
ど
う
い
う
話
だ
っ
た
か
と
言
う
の
は
、
あ
る
意
味
で
は

そ
の
後
に
来
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
面
白
さ
っ
て
い
う
の
は
す
ご
い
と
思

う
ん
で
す
よ
。

高
畑
勲
は
、
宮
崎
の
映
画
に
つ
い
て
こ
ん
な
ふ
う
に
評
し
て
い
る
が
、
こ
の

言
葉
は
そ
の
ま
ま『
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
』
に
も
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
．
趣

向
を
凝
ら
し
た
物
語
の
進
行
や
、
全
体
を
貫
く
起
承
転
結
の
つ
な
が
り
か

ら
発
想
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
充
実
し
た
場
面
や
、
観
る
者
の

心
に
残
る
印
象
的
な
シ
ー
ン
を
連
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
本
の
長
編

映
画
を
構
成
す
る
、
そ
う
し
た
手
法
が
生
み
出
す
予
想
も
つ
か
な
い
展
開

に
よ
っ
て
、
そ
の
作
品
が
映
画
祭
の
賞
を
獲
得
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
逆
に
ス

ト
ー
リ
ー
に
必
然
的
な
つ
な
が
り
の
な
い
、
散
漫
な
作
品
と
し
て
批
判
を
浴

び
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

西
川
論
文
に
も
と
づ
け
ば
、
宮
崎
の
ス
ト
ー
リ
ー
創
作
法
は
、
以
下
の
二
点
に

ま
と
め
ら
れ
る
。

3

本
稿
で
は
こ
れ
を
「
特
徴
①
」
と
呼
ぶ
。

①
古
典
的
な「
起
承
転
結
」
に
基
づ
か
な
い3

②
細
部
か
ら
全
体
を
構
成
す
る4

特
徴
①
と
特
徴
②
は
無
関
係
で
は
な
い
。
特
徴
②
に
お
け
る
、「
細
部
」
の
充
実

を
図
る
こ
と
か
ら「
全
体
」
の
構
成
に
至
る
手
法
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
古
典
的

な「
起
承
転
結
」
に
基
づ
か
な
い
」
（
特
徴
①
）
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
①
お

よ
び
特
徴
②
に
も
と
づ
く
ス
ト
ー
リ
ー
編
成
は
、
西
川
論
文
に
よ
れ
ば
，「
ハ
ウ

ル
の
動
く
城
」
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
宮
崎
の
創
作
は「
起
承
転

結
」
を
恣
意
的
に
駆
使
す
る
も
の
で
は
な
い
。
か
つ
、
細
部
か
ら
全
体
を
構
成
す

る
手
法
で
あ
れ
ば
、「
起
承
転
結
」
以
外
の
任
意
の
構
造
的
な
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を

前
提
と
し
た
制
作
が
お
こ
な
わ
れ
た
可
能
性
も
低
い
。
こ
の
点
は
、
裏
返
し
構

造
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宮
崎
が
裏
返
し
構
造
を
テ
ン
プ
レ
ー
ト

と
し
て
当
該
作
品
を
創
作
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。

ち
な
み
に
、
住
田
（
二
〇
二
三
、
一
五
四
）
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
シ
ナ
リ
オ
創
作

法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

J.

キ
ャ
ン
ベ
ル
の『
千
の
顔
を
も
つ
英
雄
』
（Cam

pb
ell,1

9
49

）
と
い
う
、
後
の

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
（
し
か
し

難
解
な
）
大
著
が
あ
る
。
古
今
東
西
の
神
話
を
渉
猟
し
、
無
数
の「
神
話
」
の

深
層
に
、
単
一
の
構
造
を
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
無
数
の
固

4

本
稿
で
は
こ
れ
を
「
特
徴
②
」
と
呼
ぶ
。
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。
か
つ
、
細
部
か
ら
全
体
を
構
成
す

る
手
法
で
あ
れ
ば
、「
起
承
転
結
」
以
外
の
任
意
の
構
造
的
な
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を

前
提
と
し
た
制
作
が
お
こ
な
わ
れ
た
可
能
性
も
低
い
。
こ
の
点
は
、
裏
返
し
構

造
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宮
崎
が
裏
返
し
構
造
を
テ
ン
プ
レ
ー
ト

と
し
て
当
該
作
品
を
創
作
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。

ち
な
み
に
、
住
田
（
二
〇
二
三
、
一
五
四
）
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
シ
ナ
リ
オ
創
作

法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

J.

キ
ャ
ン
ベ
ル
の『
千
の
顔
を
も
つ
英
雄
』
（Cam

pb
ell,1

9
49

）
と
い
う
、
後
の

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
（
し
か
し

難
解
な
）
大
著
が
あ
る
。
古
今
東
西
の
神
話
を
渉
猟
し
、
無
数
の「
神
話
」
の

深
層
に
、
単
一
の
構
造
を
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
無
数
の
固

4

本
稿
で
は
こ
れ
を
「
特
徴
②
」
と
呼
ぶ
。
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有
の
物
語
テ
ク
ス
ト
の「
原
型
」
を
見
出
し
、
記
述
す
る
営
み
は
、
人
類
の
世

界
の
つ
か
み
方
に
関
す
る
根
源
的
な
パ
タ
ー
ン
へ
の
省
察
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
特
に
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
理
論
は
、
ユ
ン
グ
心
理
学
の「
ア
ー
キ
タ

イ
プ
」
（
原
型
）
論
と
結
び
つ
き
、
物
語
に
登
場
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
性
質
と
機
能
と
そ
れ
ら
の
絡
み
合
う
典
型
的
な
展
開
構
造
が
定
式

化
さ
れ
た
。

大
塚
（20

13

）
に
よ
る
と
、
こ
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
神
話
学
か
ら
見
出
さ
れ
た

物
語
文
法
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ
ス
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
、
映
画
「
ス
タ
ー
ウ

ォ
ー
ズ
」
の
シ
ナ
リ
オ
作
り
の
手
引
き
書
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
。
あ
ら
ゆ

る
物
語
の「
原
型
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
の
フ
レ
ー
ム
が
、
物
語
を
凄
ま
じ
い
ス

ピ
ー
ド
で「
生
産
」
し
続
け
る
映
画
産
業
と
結
び
つ
い
た
の
は
む
し
ろ
必
然
か

も
し
れ
な
い
。

以
上
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、
前
述
の
先
行
研
究
に
引
き
続
き
、
大
林
仮
説

の
蓋
然
性
を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
本
の
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の

一
つ
で
あ
る「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
を
題
材
と
す
る
検
証
を
お
こ
な
う
こ
と
に
す

る
。

二
、

異
郷
訪
問
譚

5

本
稿
で
は
こ
れ
を
「
特
徴
一
」
と
呼
ぶ
。

6

本
稿
で
は
こ
れ
を
「
特
徴
二
」
と
呼
ぶ
。

異
郷
訪
問
譚
と
は
、
物
語
の
主
人
公
が
、
主
人
公
に
と
っ
て
の
異
郷
を
訪
問

す
る
話
型
を
指
す
。
西
條
（
二
〇
〇
九
）
は
、
こ
の
話
型
の
特
徴
を
以
下
の
四
点

に
ま
と
め
た
。

一
、
異
郷
に
入
る
と
き
は
、
偶
然
に
行
く5  

二
、
異
郷
で
の
体
験
は
、
異
常
体
験
で
あ
る6

三
、
異
郷
か
ら
出
る
と
き
は
、
自
分
の
意
志
で
出
る7

四
、
異
郷
か
ら
出
た
後
、
主
人
公
は
変
化
す
る8

特
徴
一
か
ら
特
徴
四
ま
で
の
す
べ
て
の
特
徴
と
照
合
し
、
こ
れ
に
合
致
す
る
形

式
を
持
つ
場
合
、
本
稿
で
は
異
郷
訪
問
譚
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

三
、

裏
返
し
構
造

大
林
（
一
九
七
九
、
一
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

前
半
で
問
題
と
な
っ
た
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
が
、
後
半
に
お
い
て
は
前
半
と
は

逆
の
順
序
で
次
々
に
展
開
し
、
か
つ
同
じ
テ
ー
マ
が
問
題
に
な
っ
て
い
て
も
、

後
半
で
は
い
わ
ば
前
半
の
否
定
な
い
し
対
立
と
い
う
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
欠
如
と
い
う
テ
ー
マ
が
前
半
に
出
て
く
る
と
、
後
半
で
は
欠

7

本
稿
で
は
こ
れ
を
「
特
徴
三
」
と
呼
ぶ
。

8

本
稿
で
は
こ
れ
を
「
特
徴
四
」
と
呼
ぶ
。
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如
の
除
去
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
物
語
の
構
造
上
の
前
半
に
お
い
て
順
番
に
出
現
し
た
テ
ー
マ
が
、
構
造

上
の
後
半
で
は
順
序
を
反
転
さ
せ
て
出
現
す
る
。
か
つ
、
同
じ
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
前
半
と
後
半
で
は
意
味
が
反
転
す
る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
構

造
を
、
大
林
は「
裏
返
し
の
構
造
」
と
呼
ん
だ
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
特
徴
の

構
造
を「
裏
返
し
構
造
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

依
田
（
一
九
八
二
、
五
〇
～
五
三
）
は
、
韓
国
の
異
郷
訪
問
譚
で
あ
る「
作
帝

建
伝
説
」
に
以
下
の
よ
う
な
図
式
の
裏
返
し
構
造
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
示

し
た
。①

夫
婦
間
の
約
束
・遵
守

⇆

⑦
夫
婦
間
の
約
束
・違
反

家
族
・
結
合

家
族
・
分
離

弓
矢
・
形
見
・文
化

  

竜
・
本
体
・
自
然

男
・
陸

   

女
・
海

↓
      ↑

 

②
目
的
達
成
の
可
能
性

⇆

⑥
目
的
の
不
達
成

父
を
訪
問
・
大
唐
国

母
の
扶
養
・
東
土

↓
↑

 

③
主
人
公
が
竜
王
を
援
助

 ⇆

⑤
竜
王
が
主
人
公
を
援
助

怪
狐
退
治

竜
王
と
結
婚

陸
・
獣
・
戦
士
・死

海
・
女
・
豊
穣
・
生

短
時
間
の
除
患

長
期
間
の
成
願

↓
↑

 

④
竜
宮
訪
問

依
田
に
よ
れ
ば
、「
作
帝
建
伝
説
」
は
、
物
語
の
構
造
上
の
前
半
は
、
①
か
ら
③

で
あ
り
、
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
の
出
現
順
序
は
①→

②→

③
で
あ
る
。
対
し
、
後
半

は
⑤
か
ら
⑦
で
あ
り
、
順
序
が
⑤→

⑥→

⑦
で
あ
る
た
め
、
テ
ー
マ
の
出
現
は

前
半
と
は
反
転
し
て
い
る
。
か
つ
、
①
と
⑦
、
②
と
⑥
、
③
と
⑤
で
は
意
味
が
反

転
し
て
い
る
。
な
お
、
④
は
物
語
の
構
造
上
の
中
央
で
あ
り
、
転
回
点
に
相
当

す
る
。

四
、

テ
キ
ス
ト
は
異
郷
訪
問
譚
と
い
え
る
か

本
節
で
は
、
テ
キ
ス
ト
が
異
郷
訪
問
譚
と
い
え
る
か
の
検
討
を
、
二
節
の
異

郷
訪
問
譚
の
特
徴
一
か
ら
四
に
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
評
価
す
る
。

◇
特
徴
一

こ
の
物
語
の
主
人
公
は
ソ
フ
ィ
ー
で
あ
る
。
ソ
フ
ィ
ー
は
、
カ
カ
シ
の
カ
ブ
の
導

き
に
よ
っ
て
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
に
侵
入
す
る
。
こ
の
動
く
城
を
異
郷
と
み
な
し
た

場
合
、
か
か
る
異
郷
へ
の
侵
入
は
偶
然
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
、
テ

キ
ス
ト
は
特
徴
一
に
合
致
す
る
。

◇
特
徴
二

ソ
フ
ィ
ー
が
動
く
城
に
侵
入
し
た
後
の
体
験
は
、
城
に
付
さ
れ
た
装
置
に
よ

り
接
続
先
を
選
択
し
た
う
え
で
移
動
で
き
る
魔
法
の
経
験
や
、
ハ
ウ
ル
の
過
去

（260）
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有
の
物
語
テ
ク
ス
ト
の「
原
型
」
を
見
出
し
、
記
述
す
る
営
み
は
、
人
類
の
世

界
の
つ
か
み
方
に
関
す
る
根
源
的
な
パ
タ
ー
ン
へ
の
省
察
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
特
に
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
理
論
は
、
ユ
ン
グ
心
理
学
の「
ア
ー
キ
タ

イ
プ
」
（
原
型
）
論
と
結
び
つ
き
、
物
語
に
登
場
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
性
質
と
機
能
と
そ
れ
ら
の
絡
み
合
う
典
型
的
な
展
開
構
造
が
定
式

化
さ
れ
た
。

大
塚
（20

13

）
に
よ
る
と
、
こ
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
神
話
学
か
ら
見
出
さ
れ
た

物
語
文
法
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ
ス
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
、
映
画
「
ス
タ
ー
ウ

ォ
ー
ズ
」
の
シ
ナ
リ
オ
作
り
の
手
引
き
書
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
。
あ
ら
ゆ

る
物
語
の「
原
型
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
の
フ
レ
ー
ム
が
、
物
語
を
凄
ま
じ
い
ス

ピ
ー
ド
で「
生
産
」
し
続
け
る
映
画
産
業
と
結
び
つ
い
た
の
は
む
し
ろ
必
然
か

も
し
れ
な
い
。

以
上
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、
前
述
の
先
行
研
究
に
引
き
続
き
、
大
林
仮
説

の
蓋
然
性
を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
本
の
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の

一
つ
で
あ
る「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
を
題
材
と
す
る
検
証
を
お
こ
な
う
こ
と
に
す

る
。

二
、

異
郷
訪
問
譚

5

本
稿
で
は
こ
れ
を
「
特
徴
一
」
と
呼
ぶ
。

6

本
稿
で
は
こ
れ
を
「
特
徴
二
」
と
呼
ぶ
。

異
郷
訪
問
譚
と
は
、
物
語
の
主
人
公
が
、
主
人
公
に
と
っ
て
の
異
郷
を
訪
問

す
る
話
型
を
指
す
。
西
條
（
二
〇
〇
九
）
は
、
こ
の
話
型
の
特
徴
を
以
下
の
四
点

に
ま
と
め
た
。

一
、
異
郷
に
入
る
と
き
は
、
偶
然
に
行
く5  

二
、
異
郷
で
の
体
験
は
、
異
常
体
験
で
あ
る6

三
、
異
郷
か
ら
出
る
と
き
は
、
自
分
の
意
志
で
出
る7

四
、
異
郷
か
ら
出
た
後
、
主
人
公
は
変
化
す
る8

特
徴
一
か
ら
特
徴
四
ま
で
の
す
べ
て
の
特
徴
と
照
合
し
、
こ
れ
に
合
致
す
る
形

式
を
持
つ
場
合
、
本
稿
で
は
異
郷
訪
問
譚
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

三
、

裏
返
し
構
造

大
林
（
一
九
七
九
、
一
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

前
半
で
問
題
と
な
っ
た
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
が
、
後
半
に
お
い
て
は
前
半
と
は

逆
の
順
序
で
次
々
に
展
開
し
、
か
つ
同
じ
テ
ー
マ
が
問
題
に
な
っ
て
い
て
も
、

後
半
で
は
い
わ
ば
前
半
の
否
定
な
い
し
対
立
と
い
う
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
欠
如
と
い
う
テ
ー
マ
が
前
半
に
出
て
く
る
と
、
後
半
で
は
欠

7

本
稿
で
は
こ
れ
を
「
特
徴
三
」
と
呼
ぶ
。

8

本
稿
で
は
こ
れ
を
「
特
徴
四
」
と
呼
ぶ
。
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如
の
除
去
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
物
語
の
構
造
上
の
前
半
に
お
い
て
順
番
に
出
現
し
た
テ
ー
マ
が
、
構
造

上
の
後
半
で
は
順
序
を
反
転
さ
せ
て
出
現
す
る
。
か
つ
、
同
じ
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
前
半
と
後
半
で
は
意
味
が
反
転
す
る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
構

造
を
、
大
林
は「
裏
返
し
の
構
造
」
と
呼
ん
だ
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
特
徴
の

構
造
を「
裏
返
し
構
造
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

依
田
（
一
九
八
二
、
五
〇
～
五
三
）
は
、
韓
国
の
異
郷
訪
問
譚
で
あ
る「
作
帝

建
伝
説
」
に
以
下
の
よ
う
な
図
式
の
裏
返
し
構
造
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
示

し
た
。①

夫
婦
間
の
約
束
・遵
守

⇆

⑦
夫
婦
間
の
約
束
・違
反

家
族
・
結
合

家
族
・
分
離

弓
矢
・
形
見
・文
化

  

竜
・
本
体
・
自
然

男
・
陸

   

女
・
海

↓
      ↑

 

②
目
的
達
成
の
可
能
性

⇆

⑥
目
的
の
不
達
成

父
を
訪
問
・
大
唐
国

母
の
扶
養
・
東
土

↓
↑

 

③
主
人
公
が
竜
王
を
援
助

 ⇆

⑤
竜
王
が
主
人
公
を
援
助

怪
狐
退
治

竜
王
と
結
婚

陸
・
獣
・
戦
士
・死

海
・
女
・
豊
穣
・
生

短
時
間
の
除
患

長
期
間
の
成
願

↓
↑

 

④
竜
宮
訪
問

依
田
に
よ
れ
ば
、「
作
帝
建
伝
説
」
は
、
物
語
の
構
造
上
の
前
半
は
、
①
か
ら
③

で
あ
り
、
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
の
出
現
順
序
は
①→

②→

③
で
あ
る
。
対
し
、
後
半

は
⑤
か
ら
⑦
で
あ
り
、
順
序
が
⑤→

⑥→

⑦
で
あ
る
た
め
、
テ
ー
マ
の
出
現
は

前
半
と
は
反
転
し
て
い
る
。
か
つ
、
①
と
⑦
、
②
と
⑥
、
③
と
⑤
で
は
意
味
が
反

転
し
て
い
る
。
な
お
、
④
は
物
語
の
構
造
上
の
中
央
で
あ
り
、
転
回
点
に
相
当

す
る
。

四
、

テ
キ
ス
ト
は
異
郷
訪
問
譚
と
い
え
る
か

本
節
で
は
、
テ
キ
ス
ト
が
異
郷
訪
問
譚
と
い
え
る
か
の
検
討
を
、
二
節
の
異

郷
訪
問
譚
の
特
徴
一
か
ら
四
に
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
評
価
す
る
。

◇
特
徴
一

こ
の
物
語
の
主
人
公
は
ソ
フ
ィ
ー
で
あ
る
。
ソ
フ
ィ
ー
は
、
カ
カ
シ
の
カ
ブ
の
導

き
に
よ
っ
て
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
に
侵
入
す
る
。
こ
の
動
く
城
を
異
郷
と
み
な
し
た

場
合
、
か
か
る
異
郷
へ
の
侵
入
は
偶
然
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
、
テ

キ
ス
ト
は
特
徴
一
に
合
致
す
る
。

◇
特
徴
二

ソ
フ
ィ
ー
が
動
く
城
に
侵
入
し
た
後
の
体
験
は
、
城
に
付
さ
れ
た
装
置
に
よ

り
接
続
先
を
選
択
し
た
う
え
で
移
動
で
き
る
魔
法
の
経
験
や
、
ハ
ウ
ル
の
過
去

（261）
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の
姿
と
の
出
会
い
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
異
常
体
験
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
い
、
テ
キ
ス
ト
は
特
徴
二
に
合
致
す
る
。

◇
特
徴
三

ソ
フ
ィ
ー
が
、
カ
ル
シ
フ
ァ
ー
が
所
有
し
て
い
た
ハ
ウ
ル
の
心
臓
を
ハ
ウ
ル
に
返

還
す
る
こ
と
に
よ
り
、
動
く
城
が
崩
壊
す
る
。
こ
れ
は
事
実
上
の
、
異
郷
か
ら

の
脱
出
を
意
味
す
る
。
か
か
る
一
連
の
行
為
は
ソ
フ
ィ
ー
の
意
志
に
よ
っ
て
実
行

さ
れ
た
。
し
た
が
い
、
テ
キ
ス
ト
は
特
徴
三
に
合
致
す
る
。

◇
特
徴
四

そ
も
そ
も
ソ
フ
ィ
ー
は
孤
独
で
自
信
が
な
か
っ
た
の
だ
が
、
動
く
城
で
の
体
験

を
通
じ
、
孤
独
で
は
な
く
な
り
、
か
つ
、
自
信
を
得
た
。
以
上
は
、
異
郷
体
験
が

も
た
ら
し
た
ソ
フ
ィ
ー
の
変
化
で
あ
る
。
し
た
が
い
、
テ
キ
ス
ト
は
特
徴
四
に
合

致
す
る
。

以
上
よ
り
、
テ
キ
ス
ト
は
特
徴
一
か
ら
四
の
す
べ
て
に
合
致
す
る
の
で
、
テ
キ

ス
ト
は
本
稿
の
定
義
に
よ
る
異
郷
訪
問
譚
で
あ
る
。

五
、

構
造

本
節
で
は
、
ま
ず
、
テ
キ
ス
ト
の
作
図
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

Ａ
日
常

⇆

Ｐ
日
常

旧
日
常

新
日
常

孤
独

孤
独
の
否
定

↓
↑

 

Ｂ
拘
束

⇆

Ｏ
拘
束

サ
リ
マ
ン
に
よ
る
拘
束

サ
リ
マ
ン
に
よ
る
拘
束
の
解
除

↓
↑

 

Ｃ
呪
い

⇆

Ｎ
呪
い

呪
い
の
付
与

呪
い
の
解
除

↓
↑

 

Ｄ
異
世
界
探
訪

⇆

Ｍ
異
世
界
探
訪

城
外
の
現
在
の
世
界

ハ
ウ
ル
の
過
去
の
世
界

↓
↑

 

Ｅ
水
に
よ
る
除
去⇆

Ｌ
水
に
よ
る
除
去

ま
じ
な
い
の
除
去

炎
の
除
去

→

ソ
フ
ィ
ー
の
慰
め

→

ソ
フ
ィ
ー
の
後
悔

↓
↑

 

Ｆ
母
と
魔
女

⇆

Ｋ
母
と
魔
女

偽
の
母→

保
護

  

本
当
の
母→

加
害

魔
女
の
無
力
化

  

魔
女
の
野
心

↓
↑

 

Ｇ
出
陣
要
請

⇆

Ｊ
出
陣
要
請

ソ
フ
ィ
ー
に
よ
る
拒
否

ハ
ウ
ル
に
よ
る
肯
定

ソ
フ
ィ
ー
の
保
護

ハ
ウ
ル
の
保
護

↓
↑

 

Ｈ
避
難

⇆
  

Ｉ
避
難
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宮
殿
か
ら
城
へ

城
か
ら
草
原
へ

現
在
の
ハ
ウ
ル

過
去
の
ハ
ウ
ル

→
 

テ
キ
ス
ト
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
Ａ→

Ｂ→

Ｃ→

Ｄ→

Ｅ→

Ｆ→

Ｇ→

Ｈ→

Ｉ→

Ｊ

→

Ｋ→

Ｌ→

Ｍ→

Ｎ→

Ｏ→

Ｐ
と
い
う
順
序
で
進
行
す
る
。
か
つ
、
前
述
の
図
式

で
は
、
Ａ
と
Ｐ
、
Ｂ
と
Ｏ
、
Ｃ
と
Ｎ
、
Ｄ
と
Ｍ
、
Ｅ
と
Ｌ
、
Ｆ
と
Ｋ
、
Ｇ
と
Ｊ
、
Ｈ
と
Ｉ

が
対
応
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
に
お
け
る
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
に
す
る
。

◆
Ａ
と
Ｐ

Ａ
と
Ｐ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
Ａ
と
Ｐ
は
、
と
も
に「
日
常
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ａ

に
は
、
ハ
ウ
ル
ら
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
常
が
破
壊
さ
れ
る
前
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｐ
に
は
、
ハ
ウ
ル
ら
と
の
遭
遇
に
よ
っ
て
構
築
さ

れ
た
新
た
な
日
常
の
開
始
が
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
と
Ｐ
で
は
、
旧
日
常

と
新
日
常
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
旧
日
常
で
は
、
ソ
フ
ィ
ー
は「
孤
独
」
で

あ
る
の
に
対
し
、
新
日
常
で
は
、
ソ
フ
ィ
ー
は
ハ
ウ
ル
と
過
ご
し
て
お
り
、「
孤
独
」

は
否
定
さ
れ
て
い
る
。

◆
Ｂ
と
Ｏ

Ｂ
と
Ｏ
は
、
サ
リ
マ
ン
に
よ
る
ハ
ウ
ル
の「
拘
束
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｂ
で
は
、
ハ

ウ
ル
が
サ
リ
マ
ン
に
よ
る
拘
束
を
受
け
た
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
荒
れ
地

の
魔
女
に
追
わ
れ
る
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｏ
で
は
、
サ

リ
マ
ン
は
戦
争
が
不
毛
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
ハ
ウ
ル
に
対
す
る
サ
リ
マ
ン
の
拘
束

が
事
実
上
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◆
Ｃ
と
Ｎ

Ｃ
と
Ｎ
は
、
と
も
に
、「
呪
い
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｃ
で
は
、
荒
れ
地
の
魔
女
に

よ
り
、
ソ
フ
ィ
ー
は
九
〇
歳
の
老
婆
と
化
す
呪
い
を
付
与
さ
れ
た
。
ま
た
，
カ
ル

シ
フ
ァ
ー
や
カ
ブ
が
、
す
で
に
呪
い
が
付
与
さ
れ
た
状
態
で
登
場
す
る
。
そ
れ
に

対
し
、
Ｎ
で
は
、
す
べ
て
の
呪
い
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
Ｃ
と
Ｎ

は
、「
呪
い
の
付
与
」
と「
呪
い
の
解
除
」
と
い
う
対
照
的
な
様
子
が
描
か
れ
て
い

る
。

◆
Ｄ
と
Ｍ

Ｄ
と
Ｍ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
Ｄ
で
は
、
ソ
フ
ィ
ー
ら
は
、
魔
法
の
力
に
よ
り
異
な

る
場
所
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
に
よ
っ
て
、
城
外
の
世
界
を
訪
問
し

た
。
こ
の
外
の
世
界
は
、
空
間
的
に
城
と
か
け
離
れ
た
場
所
で
あ
る
が
、
ソ
フ
ィ

ー
に
と
っ
て
は「
現
在
の
世
界
」
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｍ
で
は
、
ソ

フ
ィ
ー
は
、
ハ
ウ
ル
が
招
待
し
た
草
原
を
訪
問
す
る
。
こ
の
場
所
に
は「
幼
い
ハ
ウ

ル
」
が
い
る
こ
と
か
ら
、
ソ
フ
ィ
ー
に
と
っ
て
は
時
間
的
に
か
け
離
れ
た「
過
去
の

世
界
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｄ
と
Ｍ
に
描
か
れ
た「
異
世
界
」
は
ソ
フ
ィ
ー
に
と
っ
て

の「
現
在
」
と「
過
去
」
で
あ
り
、
か
か
る
点
は
対
照
的
で
あ
る
。

◆
Ｅ
と
Ｌ

Ｅ
と
Ｌ
は
、「
水
に
よ
る
除
去
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
Ｅ
で
は
、
ソ

フ
ィ
ー
は
、「
水
」
に
よ
る
掃
除
に
よ
っ
て
、
ハ
ウ
ル
の「
ま
じ
な
い
」
を
偶
然
に
除
去

し
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
落
胆
し
た
ハ
ウ
ル
を
、
ソ
フ
ィ
ー
が
慰
め
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｌ
で
は
、
ソ
フ
ィ
ー
が
、
荒
地
の
魔
女
を
助
け
る
た
め
に
カ
ル

（262）



（262）

の
姿
と
の
出
会
い
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
異
常
体
験
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
い
、
テ
キ
ス
ト
は
特
徴
二
に
合
致
す
る
。

◇
特
徴
三

ソ
フ
ィ
ー
が
、
カ
ル
シ
フ
ァ
ー
が
所
有
し
て
い
た
ハ
ウ
ル
の
心
臓
を
ハ
ウ
ル
に
返

還
す
る
こ
と
に
よ
り
、
動
く
城
が
崩
壊
す
る
。
こ
れ
は
事
実
上
の
、
異
郷
か
ら

の
脱
出
を
意
味
す
る
。
か
か
る
一
連
の
行
為
は
ソ
フ
ィ
ー
の
意
志
に
よ
っ
て
実
行

さ
れ
た
。
し
た
が
い
、
テ
キ
ス
ト
は
特
徴
三
に
合
致
す
る
。

◇
特
徴
四

そ
も
そ
も
ソ
フ
ィ
ー
は
孤
独
で
自
信
が
な
か
っ
た
の
だ
が
、
動
く
城
で
の
体
験

を
通
じ
、
孤
独
で
は
な
く
な
り
、
か
つ
、
自
信
を
得
た
。
以
上
は
、
異
郷
体
験
が

も
た
ら
し
た
ソ
フ
ィ
ー
の
変
化
で
あ
る
。
し
た
が
い
、
テ
キ
ス
ト
は
特
徴
四
に
合

致
す
る
。

以
上
よ
り
、
テ
キ
ス
ト
は
特
徴
一
か
ら
四
の
す
べ
て
に
合
致
す
る
の
で
、
テ
キ

ス
ト
は
本
稿
の
定
義
に
よ
る
異
郷
訪
問
譚
で
あ
る
。

五
、

構
造

本
節
で
は
、
ま
ず
、
テ
キ
ス
ト
の
作
図
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

Ａ
日
常

⇆

Ｐ
日
常

旧
日
常

新
日
常

孤
独

孤
独
の
否
定

↓
↑

 

Ｂ
拘
束

⇆

Ｏ
拘
束

サ
リ
マ
ン
に
よ
る
拘
束

サ
リ
マ
ン
に
よ
る
拘
束
の
解
除

↓
↑

 

Ｃ
呪
い

⇆

Ｎ
呪
い

呪
い
の
付
与

呪
い
の
解
除

↓
↑

 

Ｄ
異
世
界
探
訪

⇆

Ｍ
異
世
界
探
訪

城
外
の
現
在
の
世
界

ハ
ウ
ル
の
過
去
の
世
界

↓
↑

 

Ｅ
水
に
よ
る
除
去⇆

Ｌ
水
に
よ
る
除
去

ま
じ
な
い
の
除
去

炎
の
除
去

→

ソ
フ
ィ
ー
の
慰
め

→

ソ
フ
ィ
ー
の
後
悔

↓
↑

 

Ｆ
母
と
魔
女

⇆

Ｋ
母
と
魔
女

偽
の
母→

保
護

  

本
当
の
母→

加
害

魔
女
の
無
力
化

  

魔
女
の
野
心

↓
↑

 

Ｇ
出
陣
要
請

⇆

Ｊ
出
陣
要
請

ソ
フ
ィ
ー
に
よ
る
拒
否

ハ
ウ
ル
に
よ
る
肯
定

ソ
フ
ィ
ー
の
保
護

ハ
ウ
ル
の
保
護

↓
↑

 

Ｈ
避
難

⇆
  

Ｉ
避
難
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宮
殿
か
ら
城
へ

城
か
ら
草
原
へ

現
在
の
ハ
ウ
ル

過
去
の
ハ
ウ
ル

→
 

テ
キ
ス
ト
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
Ａ→

Ｂ→

Ｃ→

Ｄ→

Ｅ→

Ｆ→

Ｇ→

Ｈ→

Ｉ→

Ｊ

→

Ｋ→

Ｌ→

Ｍ→

Ｎ→

Ｏ→
Ｐ
と
い
う
順
序
で
進
行
す
る
。
か
つ
、
前
述
の
図
式

で
は
、
Ａ
と
Ｐ
、
Ｂ
と
Ｏ
、
Ｃ
と
Ｎ
、
Ｄ
と
Ｍ
、
Ｅ
と
Ｌ
、
Ｆ
と
Ｋ
、
Ｇ
と
Ｊ
、
Ｈ
と
Ｉ

が
対
応
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
に
お
け
る
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
に
す
る
。

◆
Ａ
と
Ｐ

Ａ
と
Ｐ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
Ａ
と
Ｐ
は
、
と
も
に「
日
常
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ａ

に
は
、
ハ
ウ
ル
ら
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
常
が
破
壊
さ
れ
る
前
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｐ
に
は
、
ハ
ウ
ル
ら
と
の
遭
遇
に
よ
っ
て
構
築
さ

れ
た
新
た
な
日
常
の
開
始
が
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
と
Ｐ
で
は
、
旧
日
常

と
新
日
常
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
旧
日
常
で
は
、
ソ
フ
ィ
ー
は「
孤
独
」
で

あ
る
の
に
対
し
、
新
日
常
で
は
、
ソ
フ
ィ
ー
は
ハ
ウ
ル
と
過
ご
し
て
お
り
、「
孤
独
」

は
否
定
さ
れ
て
い
る
。

◆
Ｂ
と
Ｏ

Ｂ
と
Ｏ
は
、
サ
リ
マ
ン
に
よ
る
ハ
ウ
ル
の「
拘
束
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｂ
で
は
、
ハ

ウ
ル
が
サ
リ
マ
ン
に
よ
る
拘
束
を
受
け
た
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
荒
れ
地

の
魔
女
に
追
わ
れ
る
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｏ
で
は
、
サ

リ
マ
ン
は
戦
争
が
不
毛
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
ハ
ウ
ル
に
対
す
る
サ
リ
マ
ン
の
拘
束

が
事
実
上
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◆
Ｃ
と
Ｎ

Ｃ
と
Ｎ
は
、
と
も
に
、「
呪
い
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｃ
で
は
、
荒
れ
地
の
魔
女
に

よ
り
、
ソ
フ
ィ
ー
は
九
〇
歳
の
老
婆
と
化
す
呪
い
を
付
与
さ
れ
た
。
ま
た
，
カ
ル

シ
フ
ァ
ー
や
カ
ブ
が
、
す
で
に
呪
い
が
付
与
さ
れ
た
状
態
で
登
場
す
る
。
そ
れ
に

対
し
、
Ｎ
で
は
、
す
べ
て
の
呪
い
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
Ｃ
と
Ｎ

は
、「
呪
い
の
付
与
」
と「
呪
い
の
解
除
」
と
い
う
対
照
的
な
様
子
が
描
か
れ
て
い

る
。

◆
Ｄ
と
Ｍ

Ｄ
と
Ｍ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
Ｄ
で
は
、
ソ
フ
ィ
ー
ら
は
、
魔
法
の
力
に
よ
り
異
な

る
場
所
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
に
よ
っ
て
、
城
外
の
世
界
を
訪
問
し

た
。
こ
の
外
の
世
界
は
、
空
間
的
に
城
と
か
け
離
れ
た
場
所
で
あ
る
が
、
ソ
フ
ィ

ー
に
と
っ
て
は「
現
在
の
世
界
」
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｍ
で
は
、
ソ

フ
ィ
ー
は
、
ハ
ウ
ル
が
招
待
し
た
草
原
を
訪
問
す
る
。
こ
の
場
所
に
は「
幼
い
ハ
ウ

ル
」
が
い
る
こ
と
か
ら
、
ソ
フ
ィ
ー
に
と
っ
て
は
時
間
的
に
か
け
離
れ
た「
過
去
の

世
界
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｄ
と
Ｍ
に
描
か
れ
た「
異
世
界
」
は
ソ
フ
ィ
ー
に
と
っ
て

の「
現
在
」
と「
過
去
」
で
あ
り
、
か
か
る
点
は
対
照
的
で
あ
る
。

◆
Ｅ
と
Ｌ

Ｅ
と
Ｌ
は
、「
水
に
よ
る
除
去
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
Ｅ
で
は
、
ソ

フ
ィ
ー
は
、「
水
」
に
よ
る
掃
除
に
よ
っ
て
、
ハ
ウ
ル
の「
ま
じ
な
い
」
を
偶
然
に
除
去

し
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
落
胆
し
た
ハ
ウ
ル
を
、
ソ
フ
ィ
ー
が
慰
め
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｌ
で
は
、
ソ
フ
ィ
ー
が
、
荒
地
の
魔
女
を
助
け
る
た
め
に
カ
ル

（263）



（264）

シ
フ
ァ
ー
に
水
を
か
け
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、「
水
」
に
よ
っ
て
火
を
除
去

す
る
行
為
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
カ
ル
シ
フ
ァ
ー
の
炎
が
消
え
る
こ
と
で
ハ
ウ
ル
が

死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ソ
フ
ィ
ー
は
、
自
分
の
行
為
を
後
悔
す
る
。
つ
ま

り
、「
ま
じ
な
い
の
除
去
」
は
偶
然
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
、「
炎
の
除
去
」
は

意
思
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
残
念
な
結
果
が
も
た
ら

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
Ｅ
の
場
合
は
、
ソ
フ
ィ
ー
は
残
念
な
気
持
ち
を
与
え
た
側

で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｌ
の
場
合
は
受
け
た
側
で
あ
る
。
以
上
は
対
照
的
で
あ
る
。

◆
Ｆ
と
Ｋ

Ｆ
と
Ｋ
は「
母
と
魔
女
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｆ
で
は
、
ソ
フ
ィ
ー
は
、
本
当
は
ハ

ウ
ル
の
母
で
は
な
い
が「
母
」
を
演
じ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
ソ
フ
ィ
ー
は
サ
リ
マ
ン
か

ら
ハ
ウ
ル
を「
保
護
」
す
る
立
場
に
立
つ
。
ま
た
、
荒
れ
地
の
魔
女
は
、
宮
殿
に
お

い
て
魔
法
を
奪
取
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
魔
女
は
無
力
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
、
Ｋ
で
は
、
ソ
フ
ィ
ー
の
本
当
の「
母
」
が
ソ
フ
ィ
ー
を
訪
ね
て
来
る
が
、
そ
の
目

的
は
、
ソ
フ
ィ
ー
に
危
害
を
与
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
、
荒
れ
地
の
魔
女
は
、

カ
ル
シ
フ
ァ
ー
が
ハ
ウ
ル
の
心
臓
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
奪
取

し
よ
う
と
す
る
と
い
う
野
心
的
な
行
為
を
お
こ
な
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
偽
の
母
」

と「
本
当
の
母
」
、「
保
護
」
と「
加
害
」
、「
魔
女
の
無
力
化
」
と「
魔
女
の
野
心
」

は
対
照
的
で
あ
る
。

◆
Ｇ
と
Ｊ

Ｇ
と
Ｊ
で
あ
る
。
双
方
は
サ
リ
マ
ン
に
よ
る
ハ
ウ
ル
へ
の「
出
陣
要
請
」
が
テ
ー
マ

で
あ
る
。
Ｇ
で
は
、
か
か
る
要
請
を
ソ
フ
ィ
ー
が
拒
否
す
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ィ
ー
は

ハ
ウ
ル
の
意
向
を
受
け
て
母
に
扮
し
て
サ
リ
マ
ン
へ
と
訪
問
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

ハ
ウ
ル
は「
ソ
フ
ィ
ー
の
保
護
」
の
も
と
に
あ
る
。
逆
に
、
Ｊ
で
は
、
ハ
ウ
ル
は
ソ
フ
ィ

ー
に
対
し
、
自
分
が
ソ
フ
ィ
ー
を
守
る
べ
き
立
場
に
あ
る
こ
と
の
告
白
を
し
、
戦

場
に
向
か
う
決
断
を
す
る
。
つ
ま
り
、
ハ
ウ
ル
自
身
が「
出
陣
要
請
」
を「
肯
定
」

し
、
ソ
フ
ィ
ー
は「
ハ
ウ
ル
の
保
護
」
の
も
と
に
な
る
。

◆
Ｈ
と
Ｉ

Ｈ
と
Ｉ
は「
避
難
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｈ
で
は
、
サ
リ
マ
ン
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、

サ
リ
マ
ン
が
い
る
宮
殿
か
ら
ハ
ウ
ル
の
城
へ
と
移
動
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｉ
で
は
、

ハ
ウ
ル
の
城
か
ら
ソ
フ
ィ
ー
の
帽
子
屋
へ
と
引
っ
越
し
た
う
え
で
、
草
原
へ
と
移
動

す
る
。
つ
ま
り
、
Ｈ
は
城
へ
の
帰
還
に
よ
る「
避
難
」
で
あ
り
、
Ｉ
は
城
か
ら
の
脱

出
に
よ
る「
避
難
」
で
あ
る
。
か
か
る
点
は
対
照
的
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
図
式
の
構
造
上
の
前
半
で
は
、
Ａ「
日
常
」→

Ｂ「
拘
束
」→

Ｃ「
呪
い
」→

Ｄ「
異
世
界
探
訪
」→

Ｅ「
水
に
よ
る
除
去
」→

Ｆ「
母
と
魔
女
」→

Ｇ「
出
陣
要
請
」→

Ｈ「
避
難
」
と
い
う
順
序
で
出
現
し
た
一
連
の
テ
ー
マ
は
、
後

半
で
は
反
転
し
、
Ｉ「
避
難
」→

Ｊ「
出
陣
要
請
」→

Ｋ「
母
と
魔
女
」→

Ｌ「
水
に

よ
る
除
去
」→

Ｍ「
異
世
界
探
訪
」→

Ｎ「
呪
い
」→

Ｏ「
拘
束
」→

Ｐ「
日
常
」
と
配

列
し
て
い
る
。
か
つ
、
前
半
と
後
半
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
テ
ー
マ
で
あ
り
な
が

ら
対
照
的
な
関
係
で
あ
る
。
し
た
が
い
、
こ
の
構
造
は
裏
返
し
構
造
で
あ
る
。

六
、

お
わ
り
に

本
稿
は
、
大
林
仮
説
の
蓋
然
性
を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
宮
崎
駿
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
を
題
材
と
し
た
検
証
を
お
こ
な
っ
た
。

本
検
証
に
よ
れ
ば
、「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
は
、
本
稿
の
定
義
に
も
と
づ
く
異
郷
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訪
問
譚
で
あ
る
。
か
つ
、
合
計
８
対
の
対
応
を
持
つ
裏
返
し
構
造
か
ら
な
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
以
上
は
、
大
林
仮
説
の
蓋
然
性
の
高
さ
を
支
持
す
る
も
の
で

あ
り
、
一
節
で
列
挙
し
た
一
連
の
先
行
研
究
の
知
見
と
も
一
致
す
る
。

一
節
で
は
、
西
川
論
文
に
よ
る「
全
体
を
貫
く
起
承
転
結
の
つ
な
が
り
か
ら

発
想
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
充
実
し
た
場
面
や
、
観
る
者
の
心
に

残
る
印
象
的
な
シ
ー
ン
を
連
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
本
の
長
編
映
画
を

構
成
す
る
、
そ
う
し
た
手
法
が
生
み
出
す
予
想
も
つ
か
な
い
展
開
」
が
宮
崎
の

作
品
で
は
生
じ
る
、
と
い
う
見
解
を
紹
介
し
た
。
確
か
に
、
宮
崎
は
、
古
典
的
な

「
起
承
転
結
」
に
拘
泥
せ
ず
、
細
部
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
を
構
成

す
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
創
出
さ
れ
た
作
品
は
、
異
郷
訪
問
譚
の
構
造

上
の「
共
通
の
約
束
」
で
あ
る
裏
返
し
構
造
の
規
則
に
し
た
が
っ
て
い
た
。
し
か
し

な
が
ら
こ
う
し
た
裏
返
し
構
造
の
出
現
は
、
宮
崎
が
意
図
的
に
施
し
た
技
巧
に

基
づ
く
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
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シ
フ
ァ
ー
に
水
を
か
け
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、「
水
」
に
よ
っ
て
火
を
除
去

す
る
行
為
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
カ
ル
シ
フ
ァ
ー
の
炎
が
消
え
る
こ
と
で
ハ
ウ
ル
が

死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ソ
フ
ィ
ー
は
、
自
分
の
行
為
を
後
悔
す
る
。
つ
ま

り
、「
ま
じ
な
い
の
除
去
」
は
偶
然
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
、「
炎
の
除
去
」
は

意
思
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
残
念
な
結
果
が
も
た
ら

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
Ｅ
の
場
合
は
、
ソ
フ
ィ
ー
は
残
念
な
気
持
ち
を
与
え
た
側

で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｌ
の
場
合
は
受
け
た
側
で
あ
る
。
以
上
は
対
照
的
で
あ
る
。

◆
Ｆ
と
Ｋ

Ｆ
と
Ｋ
は「
母
と
魔
女
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｆ
で
は
、
ソ
フ
ィ
ー
は
、
本
当
は
ハ

ウ
ル
の
母
で
は
な
い
が「
母
」
を
演
じ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
ソ
フ
ィ
ー
は
サ
リ
マ
ン
か

ら
ハ
ウ
ル
を「
保
護
」
す
る
立
場
に
立
つ
。
ま
た
、
荒
れ
地
の
魔
女
は
、
宮
殿
に
お

い
て
魔
法
を
奪
取
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
魔
女
は
無
力
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
、
Ｋ
で
は
、
ソ
フ
ィ
ー
の
本
当
の「
母
」
が
ソ
フ
ィ
ー
を
訪
ね
て
来
る
が
、
そ
の
目

的
は
、
ソ
フ
ィ
ー
に
危
害
を
与
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
、
荒
れ
地
の
魔
女
は
、

カ
ル
シ
フ
ァ
ー
が
ハ
ウ
ル
の
心
臓
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
奪
取

し
よ
う
と
す
る
と
い
う
野
心
的
な
行
為
を
お
こ
な
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
偽
の
母
」

と「
本
当
の
母
」
、「
保
護
」
と「
加
害
」
、「
魔
女
の
無
力
化
」
と「
魔
女
の
野
心
」

は
対
照
的
で
あ
る
。

◆
Ｇ
と
Ｊ

Ｇ
と
Ｊ
で
あ
る
。
双
方
は
サ
リ
マ
ン
に
よ
る
ハ
ウ
ル
へ
の「
出
陣
要
請
」
が
テ
ー
マ

で
あ
る
。
Ｇ
で
は
、
か
か
る
要
請
を
ソ
フ
ィ
ー
が
拒
否
す
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ィ
ー
は

ハ
ウ
ル
の
意
向
を
受
け
て
母
に
扮
し
て
サ
リ
マ
ン
へ
と
訪
問
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

ハ
ウ
ル
は「
ソ
フ
ィ
ー
の
保
護
」
の
も
と
に
あ
る
。
逆
に
、
Ｊ
で
は
、
ハ
ウ
ル
は
ソ
フ
ィ

ー
に
対
し
、
自
分
が
ソ
フ
ィ
ー
を
守
る
べ
き
立
場
に
あ
る
こ
と
の
告
白
を
し
、
戦

場
に
向
か
う
決
断
を
す
る
。
つ
ま
り
、
ハ
ウ
ル
自
身
が「
出
陣
要
請
」
を「
肯
定
」

し
、
ソ
フ
ィ
ー
は「
ハ
ウ
ル
の
保
護
」
の
も
と
に
な
る
。

◆
Ｈ
と
Ｉ

Ｈ
と
Ｉ
は「
避
難
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｈ
で
は
、
サ
リ
マ
ン
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、

サ
リ
マ
ン
が
い
る
宮
殿
か
ら
ハ
ウ
ル
の
城
へ
と
移
動
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｉ
で
は
、

ハ
ウ
ル
の
城
か
ら
ソ
フ
ィ
ー
の
帽
子
屋
へ
と
引
っ
越
し
た
う
え
で
、
草
原
へ
と
移
動

す
る
。
つ
ま
り
、
Ｈ
は
城
へ
の
帰
還
に
よ
る「
避
難
」
で
あ
り
、
Ｉ
は
城
か
ら
の
脱

出
に
よ
る「
避
難
」
で
あ
る
。
か
か
る
点
は
対
照
的
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
図
式
の
構
造
上
の
前
半
で
は
、
Ａ「
日
常
」→

Ｂ「
拘
束
」→

Ｃ「
呪
い
」→

Ｄ「
異
世
界
探
訪
」→

Ｅ「
水
に
よ
る
除
去
」→

Ｆ「
母
と
魔
女
」→

Ｇ「
出
陣
要
請
」→

Ｈ「
避
難
」
と
い
う
順
序
で
出
現
し
た
一
連
の
テ
ー
マ
は
、
後

半
で
は
反
転
し
、
Ｉ「
避
難
」→

Ｊ「
出
陣
要
請
」→

Ｋ「
母
と
魔
女
」→

Ｌ「
水
に

よ
る
除
去
」→

Ｍ「
異
世
界
探
訪
」→

Ｎ「
呪
い
」→

Ｏ「
拘
束
」→

Ｐ「
日
常
」
と
配

列
し
て
い
る
。
か
つ
、
前
半
と
後
半
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
テ
ー
マ
で
あ
り
な
が

ら
対
照
的
な
関
係
で
あ
る
。
し
た
が
い
、
こ
の
構
造
は
裏
返
し
構
造
で
あ
る
。

六
、

お
わ
り
に

本
稿
は
、
大
林
仮
説
の
蓋
然
性
を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
宮
崎
駿
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
を
題
材
と
し
た
検
証
を
お
こ
な
っ
た
。

本
検
証
に
よ
れ
ば
、「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
は
、
本
稿
の
定
義
に
も
と
づ
く
異
郷
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訪
問
譚
で
あ
る
。
か
つ
、
合
計
８
対
の
対
応
を
持
つ
裏
返
し
構
造
か
ら
な
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
以
上
は
、
大
林
仮
説
の
蓋
然
性
の
高
さ
を
支
持
す
る
も
の
で

あ
り
、
一
節
で
列
挙
し
た
一
連
の
先
行
研
究
の
知
見
と
も
一
致
す
る
。

一
節
で
は
、
西
川
論
文
に
よ
る「
全
体
を
貫
く
起
承
転
結
の
つ
な
が
り
か
ら

発
想
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
充
実
し
た
場
面
や
、
観
る
者
の
心
に

残
る
印
象
的
な
シ
ー
ン
を
連
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
本
の
長
編
映
画
を

構
成
す
る
、
そ
う
し
た
手
法
が
生
み
出
す
予
想
も
つ
か
な
い
展
開
」
が
宮
崎
の

作
品
で
は
生
じ
る
、
と
い
う
見
解
を
紹
介
し
た
。
確
か
に
、
宮
崎
は
、
古
典
的
な

「
起
承
転
結
」
に
拘
泥
せ
ず
、
細
部
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
を
構
成

す
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
創
出
さ
れ
た
作
品
は
、
異
郷
訪
問
譚
の
構
造

上
の「
共
通
の
約
束
」
で
あ
る
裏
返
し
構
造
の
規
則
に
し
た
が
っ
て
い
た
。
し
か
し

な
が
ら
こ
う
し
た
裏
返
し
構
造
の
出
現
は
、
宮
崎
が
意
図
的
に
施
し
た
技
巧
に

基
づ
く
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
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